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■
李
登
輝
元
総
統
が
沖
縄
ご
到
着【
一
日
目
】

李
登
輝
元
総
統
は
九
月
二
十
二
日
朝
、
初

め
て
の
沖
縄
訪
問
に
向
か
う
た
め
、
台
北
桃

園
国
際
空
港
へ
姿
を
見
せ
た
。
搭
乗
の
チ
ャ

イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
Ｃ
Ｉ
一
二
〇
便
は
午
前
八

時
十
五
分
の
定
刻
通
り
出
発
し
た
。

約
一
時
間
あ
ま
り
の
フ
ラ
イ
ト
の
後
、
雲

の
切
れ
目
か
ら
沖
縄
本
島
が
姿
を
現
し
は
じ

め
る
と
、
李
氏
は
立
ち
上
が
っ
て
窓
の
外
に

目
を
向
け
た
。
徐
々
に
高
度
が
下
が
る
に
連

れ
、
沖
縄
は
雨
模
様
。

那
覇
空
港
で
は
、
全
国
か
ら
駆
け
つ
け
た

本
会
会
員
約
三
十
名
を
は
じ
め
、
日
本
会
議

沖
縄
、
新
し
い
歴
史
教
科
書
を
つ
く
る
会
沖

縄
県
支
部
、
キ
リ
ス
ト
の
幕
屋
、
拓
殖
大
学

校
友
会
沖
縄
県
支
部
な
ど
の
方
々
が
李
元
総

統
を
歓
声
と
拍
手
で
出
迎
え
た
。

李
元
総
統
は
そ
の
ま
ま
南
部
へ
向
か
い
、

摩ま

文ぶ

仁に

丘
に
あ
る
沖
縄
県
営
平
和
祈
念
公
園

を
訪
れ
た
。
一
行
は
十
二
時
過
ぎ
に
到
着
。

ま
ず
沖
縄
平
和
祈
念
堂
に
献
花
し
た
後
、
園

内
に
あ
る
「
平
和
の
礎い
し
じ」
へ
向
か
っ
た
。

「
平
和
の
礎
」
は
、
沖
縄
で
の
戦
歿
者
の

名
前
が
国
籍
を
問
わ
ず
刻
ま
れ
て
お
り
、
そ

の
石
碑
が
扇
状
に
建
立
さ
れ
て
い
る
。
沖
縄

で
戦
歿
し
た
台
湾
人
は
総
勢
三
十
四
柱
。
李

元
総
統
は
石
碑
に
深
々
と
一
礼
さ
れ
た
。

台
湾
か
ら
は
テ
レ
ビ
局
が
五
社
、
台
北
に

支
局
を
持
つ
日
本
の
マ
ス
コ
ミ
六
社
が
来
沖

し
て
取
材
に
当
た
っ
た
。「
平
和
の
火
」
広

場
で
紺
碧
の
海
を
背
に
、
沖
縄
で
初
と
な
る

イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
、
沖
縄
の
印
象
に
つ

い
て
問
わ
れ
る
と
、「
第
二
次
大
戦
で
あ
れ

ほ
ど
被
害
を
蒙
っ
て
い
な
が
ら
、
見
事
に
整

備
さ
れ
て
い
る
。
道
も
街
も
見
事
に
設
計
さ

れ
て
い
る
感
じ
を
受
け
、
非
常
に
頼
も
し

い
。
こ
れ
か
ら
は
沖
縄
が
日
本
の
先
頭
に
た

っ
て
行
く
よ
う
に
な
ら
な
き
ゃ
い
け
な
い
」

と
沖
縄
へ
の
期
待
を
示
さ
れ
た
。

昼
過
ぎ
に
雨
は
上
が
っ
た
も
の
の
湿
度
が

高
く
、
蒸
し
暑
い
天
気
に
。
歩
い
て
い
る
途

中
、
背
広
を
脱
い
で
ワ
イ
シ
ャ
ツ
姿
に
な
る

一
場
面
も
あ
っ
た
。

午
後
か
ら
は
同
じ
く
糸
満
市
の
「
ひ
め
ゆ

り
平
和
祈
念
資
料
館
」
を
訪
問
。
ぐ
ず
つ
い

た
天
気
の
た
め
か
、
台
湾
よ
り
も
湿
度
が
高

く
感
じ
る
。

沖
縄
陸
軍
病
院
第
三
外
科
壕
跡
に
建
つ

「
ひ
め
ゆ
り
の
塔
」
に
到
着
し
、
李
元
総
統

は
深
々
と
三
度
頭
を
垂
れ
た
。
続
い
て
、
沖

縄
戦
を
実
際
に
体
験
し
、
現
在
は
語
り
部
を

務
め
る
新あ
ら

岬さ
き

昌ま
さ

子こ

さ
ん
の
案
内
で
、
隣
接
す

る
資
料
館
を
見
学
し
た
。

資
料
館
に
は
年
間
九
十
万
人
が
訪
れ
る
も

の
の
、
首
相
が
来
館
し
た
こ
と
は
な
い
と
聞

く
と
、「
総
理
に
な
っ
た
ら
、
ま
ず
こ
こ
を

理
事
・
初
代
青
年
部
長　

早は
や

川か
わ　

友と
も

久ひ
さ

初
の
沖
縄
訪
問
は
大
成
功

沖
縄
訪
問
レ
ポ
ー
ト
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見
学
し
て
、
沖
縄
の
こ
と
を
知
っ
て
か
ら
東

京
で
仕
事
を
す
る
べ
き
だ
」
と
語
っ
た
。

見
学
を
終
え
、
一
行
が
資
料
館
を
後
に
し

た
途
端
、
バ
ケ
ツ
の
底
が
抜
け
た
よ
う
な
ス

コ
ー
ル
。
一
行
は
投
宿
先
の
宜
野
湾
市
ラ
グ

ナ
ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
で
休
憩
さ
れ
た
。

■
李
登
輝
学
校
日
本
校
友
会
が
歓
迎
会

夕
方
か
ら
は
、
那
覇
市
内
の
琉
球
料
理
レ

ス
ト
ラ
ン
「
四
つ
竹
」
に
お
い
て
李
登
輝
学

校
日
本
校
友
会
（
片
木
裕
一
理
事
長
）
主
催

の
歓
迎
晩
餐
会
に
出
席
さ
れ
た
。

午
後
六
時
半
、
李
元
総
統
は
沖
縄
伝
統
の

「
か
り
ゆ
し
」
に
着
替
え
、
六
十
名
あ
ま
り

が
総
立
ち
で
出
迎
え
る
と
、
笑
顔
で
出
席
者

と
握
手
を
し
な
が
ら
着
座
。

片
木
理
事
長
が
司
会
を
つ
と
め
、
柚
原
正

敬
・
本
会
常
務
理
事
の
歓
迎
挨
拶
の
後
、
挨

拶
に
立
っ
た
李
元
総
統
は
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
原

稿
を
取
り
出
し
、
台
湾
の
政
情
に
つ
い
て
ミ

ニ
講
演
会
。「
講
演
は
明
日
の
楽
し
み
に
」

と
主
催
者
側
を
ハ
ラ
ハ
ラ
さ
せ
た
。

そ
の
後
の
乾
杯
で
は
、
注
が
れ
た
ビ
ー
ル

を
一
気
飲
み
。
い
つ
も
な
が
ら
の
サ
ー
ビ
ス

精
神
に
一
同
か
ら
大
拍
手
。
し
か
し
、
台
湾

か
ら
同
行
し
て
き
た
主
治
医
の
陳
雲
亮
先
生

は
複
雑
な
表
情
。

厳
重
警
備
の
中
に
あ
っ
て
も
、
本
会
会
員

限
定
の
晩
餐
会
と
い
う
こ
と
で
和
や
か
な
雰

囲
気
で
会
は
進
み
、
李
氏
と
握
手
し
た
り
記

念
撮
影
を
求
め
る
会
員
の
姿
も
。
ま
た
、
舞

台
で
妖
艶
な
琉
球
舞
踊
が
披
露
さ
れ
る
と
、

李
氏
も
箸
を
止
め
て
し
ば
し
熱
心
に
見
入
っ

て
い
た
。
そ
の
後
、
出
席
者
一
同
と
記
念
写

真
に
お
さ
ま
り
、
歓
迎
会
は
盛
会
の
う
ち
に

お
開
き
と
な
っ
た
。

■
講
演
会
は
満
席【
二
日
目
】

二
十
三
日
は
、
午
前
中
は
休
息
し
、
午
後

三
時
か
ら
宜
野
湾
市
の
沖
縄
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
劇
場
で
「
学
問
の
す
ゝ
め
と
日
本
文
化
の

特
徴
」
と
題
し
て
の
講
演
に
臨
ん
だ
。
千
五

百
席
の
う
ち
、
前
売
券
は
前
日
ま
で
に
完
売

し
、
わ
ず
か
に
残
っ
た
当
日
券
も
、
発
売
後

ま
も
な
く
売
り
切
れ
、
満
席
と
な
っ
た
。

大
変
お
気
に
召
し
て
い
る
と
い
う
鶯
色
の

「
か
り
ゆ
し
」
を
身
に
ま
と
っ
た
李
元
総
統

は
、
約
一
時
間
に
わ
た
る
講
演
を
行
い
、
海

ワイシャツ姿で南部戦跡を参拝（9月22日）

新岬昌子さんの案内により「ひめゆりの塔」を
参拝（9月22日）

駆けつけた李登輝学校日本校友会のメンバーと
記念撮影（9月22日）

那覇空港では地元や全国から駆けつけた人々
が出迎えた（9月22日）
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外
か
ら
も
駆
け
つ
け
た
聴
衆
に
訴
え
た
。

「
文
明
開
化
に
よ
る
風
俗
の
変
化
に
つ
い
て

は
、
表
面
的
な
西
洋
模
倣
と
し
て
非
難
す
る

声
も
あ
っ
た
が
、
日
本
人
が
他
の
文
明
か
ら

有
益
な
も
の
を
学
び
取
る
高
い
能
力
を
備
え

て
い
る
表
れ
。

最
近
の
日
本
は
あ
ま
り
に
も
物
質
的
な
面

に
傾
い
て
し
ま
い
、
伝
統
が
軽
ん
じ
ら
れ
て

い
る
。
伝
統
な
く
し
て
、
真
の
進
歩
な
ど
あ

り
え
な
い
。
精
神
的
豊
か
さ
を
求
め
る
日
本

文
化
は
、
日
本
だ
け
が
持
つ
世
界
に
稀
な
素

晴
ら
し
い
文
化
。
日
本
人
が
こ
ん
な
優
れ
た

文
化
を
そ
う
易
々
と
捨
て
去
る
は
ず
は
な
い

と
信
じ
て
い
る
」

な
ど
と
語
り
、
万
雷
の
拍
手
を
受
け
、
講

演
は
無
事
に
終
了
し
た
。

午
後
六
時
過
ぎ
か
ら
は
隣
接
す
る
ラ
グ
ナ

ガ
ー
デ
ン
ホ
テ
ル
で
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
が
開
催

さ
れ
、
羅
坤
粲
・
台
北
駐
日
代
表
処
代
表
代

行
や
李
明
宗
・
台
北
駐
日
代
表
処
那
覇
分
処

長
ら
百
三
十
名
が
出
席
。
登
壇
し
た
李
元
総

統
は
疲
れ
も
見
せ
ず
、「
品
格
と
教
養
を
磨

く
こ
と
こ
そ
、
人
生
に
お
け
る
学
問
の
す
す

め
」
と
再
び
訴
え
た
。

台
湾
か
ら
同
行
の
テ
レ
ビ
局
各
社
は
、
李

元
総
統
の
入
退
場
ご
と
に
カ
メ
ラ
を
向
け
、

一
言
で
も
コ
メ
ン
ト
を
取
り
た
い
と
声
を
掛

け
て
お
り
、
台
湾
で
の
李
元
総
統
へ
の
関
心

の
高
さ
と
影
響
力
の
強
さ
が
伺
え
る
。

■
東
南
植
物
楽
園
で
爆
弾
発
言【
三
日
目
】

二
十
四
日
午
前
、
李
元
総
統
は
沖
縄
市
の

「
東
南
植
物
楽
園
」
を
訪
問
し
た
。
出
迎
え

た
大お
お

林ば
や
し

千ち

乃の

園
長
は
台
僑
で
、
お
父
上
の

正
宗
氏
と
李
元
総
統
は
昵
懇
の
仲
と
の
こ

と
。
農
業
経
済
学
者
ら
し
く
、
園
内
約
四
〇

万
平
方
メ
ー
ト
ル
の
敷
地
に
植
え
ら
れ
た
東

南
ア
ジ
ア
な
ど
各
地
の
植
物
を
大
林
園
長
自

ら
の
案
内
で
周
り
、
熱
心
に
質
問
し
た
り
、

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
の
シ
ェ
イ
ク
を
賞
味

す
る
な
ど
し
て
楽
し
ん
だ
。
途
中
、
設
け
ら

れ
た
記
者
会
見
の
時
間
に
は
、
折
し
も
前
日

に
発
足
し
た
麻
生
新
政
権
へ
の
期
待
や
東
南

植
物
楽
園
の
印
象
に
つ
い
て
答
え
た
。

そ
の
後
、
園
内
レ
ス
ト
ラ
ン
で
催
さ
れ
た

歓
迎
昼
食
会
に
は
、
仲な
か

井い

眞ま

弘ひ
ろ

多か
ず

・
沖
縄
県

知
事
や
稲い
な

嶺み
ね

恵け
い

一い
ち

・
前
知
事
、
高た
か

嶺み
ね

善ぜ
ん

伸し
ん

・

県
議
会
議
長
ら
と
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
。

パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー
ツ
を
く
り
抜
い
た
器

に
注
が
れ
た
泡
盛
で
乾
杯
す
る
と
、
挨
拶
に

立
っ
た
李
元
総
統
は
「
以
前
か
ら
こ
ち
ら
の

植
物
園
を
訪
れ
た
い
と
思
っ
て
い
た
が
、
な

か
な
か
来
ら
れ
な
い
事
情
が
あ
っ
て
や
っ
と

念
願
叶
っ
た
。
広
大
な
敷
地
で
様
々
な
植
物

を
管
理
し
て
い
る
こ
と
で
、
沖
縄
の
農
業
経

済
の
発
展
に
も
寄
与
で
き
て
い
る
こ
と
と
思

う
。
台
湾
と
沖
縄
は
地
域
的
に
も
非
常
に
近

い
。
戦
前
の
日
本
統
治
時
代
に
は
、
沖
縄
の

漁
民
は
尖
閣
諸
島
近
辺
で
漁
業
を
し
て
生
計

を
立
て
て
い
た
。
取
っ
た
魚
は
本
土
に
持
っ

て
い
く
よ
り
も
、
基
隆
の
方
が
近
い
の
で
そ

こ
で
水
揚
げ
し
て
消
費
し
て
い
た
。
尖
閣
諸

島
は
ま
ち
が
い
な
く
日
本
の
領
土
。
問
題
は

漁
業
権
の
問
題
だ
け
。
私
が
総
統
の
時
、
解

決
の
た
め
台
湾
の
農
業
委
員
会
に
指
示
し
て

日
本
の
農
林
水
産
省
と
交
渉
を
始
め
た
。
馬

英
九
政
権
が
主
張
し
て
い
る
『
尖
閣
諸
島
は

中
華
民
国
の
領
土
』
と
い
う
主
張
と
は
全
く

違
う
。
あ
れ
は
た
だ
の
政
治
的
な
も
の
だ
」
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な
ど
と
爆
弾
発
言
。

こ
の
発
言
に
報
道
陣
も
色
め
き
立
ち
、
Ｎ

Ｈ
Ｋ
な
ど
は
支
局
に
飛
ん
で
帰
り
、
翌
朝
の

各
紙
は
こ
の
発
言
が
見
出
し
と
な
っ
た
。

午
後
か
ら
は
、
那
覇
市
に
あ
る
世
界
遺
産

の
首
里
城
を
見
学
さ
れ
、
小
旗
を
振
っ
て
出

迎
え
た
本
会
会
員
ら
に
わ
ざ
わ
ざ
歩
み
寄
っ

て
挨
拶
さ
れ
た
。
城
内
で
は
、
首
里
城
を
管

理
運
営
す
る
海
洋
博
覧
会
記
念
公
園
管
理
財

団
の
冨と
み

田た

祐ゆ
う

次じ

理
事
長
ら
の
案
内
で
各
建
物

や
展
示
物
を
見
学
。
日
本
と
も
台
湾
と
も
異

な
る
琉
球
独
自
の
文
化
を
鑑
賞
さ
れ
た
。

夜
は
、
那
覇
市
内
で
開
催
さ
れ
た
琉
球
華

僑
総
会
主
催
の
晩
餐
会
に
出
席
。

ホ
テ
ル
へ
戻
ら
れ
る
と
、
精
力
的
に
日
本

の
報
道
陣
と
膝
を
交
え
て
取
材
を
受
け
、
本

会
事
務
局
の
訪
問
を
受
け
る
な
ど
し
た
。

■
報
道
陣
と
の
朝
食
会
に
出
席

二
十
五
日
は
帰
国
の
日
。
午
前
八
時
半
か

ら
一
時
間
ほ
ど
報
道
陣
と
の
朝
食
会
に
臨
ま

れ
た
李
元
総
統
は
「
四
日
間
お
疲
れ
さ
ま
で

し
た
。
大
変
だ
っ
た
で
し
ょ
う
」
と
報
道
陣

を
労
っ
た
。
ま
た
今
回
の
訪
日
に
触
れ
「
こ

こ
二
、
三
年
で
私
の
訪
日
は
ず
い
ぶ
ん
自
由

に
な
っ
た
。
沖
縄
県
警
は
四
百
人
を
動
員
し

て
私
を
守
っ
て
く
れ
た
。
全
く
感
謝
に
堪
え

な
い
」
な
ど
と
述
べ
た
。

午
前
十
一
時
半
す
ぎ
、
李
元
総
統
は
本
会

会
員
ら
が
見
送
る
那
覇
空
港
の
特
別
入
口
に

到
着
。
昨
年
は
、
成
田
空
港
で
の
見
送
り
の

中
に
紛
れ
込
ん
だ
中
国
人
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル

を
投
げ
ら
れ
る
事
件
も
あ
っ
た
た
め
、
見
送

る
人
々
や
報
道
陣
に
対
す
る
警
備
は
厳
戒
態

勢
。
車
を
降
り
た
李
元
総
統
は
、
万
歳
三
唱

で
見
送
る
人
々
に
大
き
く
手
を
挙
げ
て
謝
意

を
示
し
な
が
ら
空
港
内
に
入
ら
れ
た
。

搭
乗
し
た
午
前
十
一
時
四
十
五
分
発
の
チ

ャ
イ
ナ
エ
ア
ラ
イ
ン
Ｃ
Ｉ
一
二
一
便
は
予
定

通
り
沖
縄
を
後
に
し
、
台
湾
時
間
の
午
後
十

二
時
五
分
過
ぎ
、
台
北
桃
園
国
際
空
港
へ
到

着
。
空
港
で
は
、
黄
昆
輝
・
台
湾
団
結
聯
盟

主
席
、
城
仲
模
・
台
湾
李
登
輝
之
友
会
総
会

長
、
郭
生
玉
・
群
策
会
秘
書
長
や
李
登
輝
学

校
の
ス
タ
ッ
フ
ら
が
出
迎
え
、
李
元
総
統
の

訪
日
を
労
っ
た
。

こ
れ
で
四
日
間
に
わ
た
っ
た
沖
縄
初
訪
問

の
旅
は
成
功
裡
に
幕
を
下
ろ
し
た
。

仲井眞知事らとの昼食会では「尖閣は日本領」
と爆弾発言（9月24日）

冨田祐次氏らの案内により世界遺産の首里城を
見学（9月24日）

無事に台北に到着して黄昆輝氏らが出迎えて労
をねぎらった（9月25日）

満座の聴衆に明治維新や日本文化について語
りかけた（9月23日）


